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SEP工法
セメントミルク柱状補強体による柱状地盤補強工法

(シンプル・エコ・パイル）

地盤補強のシンプルを追求しました。①柱状掘削し、②セメントミルクを注入し、③セメントミルク柱状体

が硬化、というシンプルな構造が、中層地盤対策(深度2.0～10.0ｍ）の選択肢を広げます。

早い施工
• シンプルな作業手順で、幅広い土質で
安定した施工速度が保てる。。

• 残土が少なく土砂搬出工を縮減。

広い
適用土質

環境配慮

丸太杭工法 柱状改良工法

• 硬い中間層があると先行掘削
が必要となる。

• 丸太が腐食する地下水位が上
下する砂質土等では適用でき
ない。

• ４ｍ超は継ぎ杭となり施工性
が悪い。

• スクリュー掘削方式のため、硬い中間
層でも施工が容易。

• 腐植土、ロームにも適用可能（六価ク
ロムが溶出しない工法) 。

• 掘削残土を50～80％低減（現地発生
土のため産業廃棄物処理が不要）。

• 新開発の添加剤「SES」(福井県産品)
により杭頭の品質が向上し、残塊が生
じない。

• 硬い中間層では施工速度が大
きく低下する。

• スラリー混合の残土は、産業
廃棄物処理が必要。

• 腐植土層は硬化が不安定で採
用が困難。

施工手順

掘削 セメントミルク注入

柱状補強体の配置例

専用スクリュー

圧密用
ドラム

専用
添加剤
SES

深層混合処理工法

GBRC性能証明 第20-27号

圧密沈下の低減

中層改良

中層改良工法は、浅層改良に比べ圧密沈下を低減できます

浅層改良

浅層改良

従来工法の課題は・・・



施工が早い（工期短縮）

適用できる土質が広い

環境への配慮・品質の安定

排出土を50～80％削減

• ドラム付きのスクリュ
ーが、掘削土を孔壁に
擦り付け圧密し、排出
土を削減。

• 掘削土は、現地発生土
のため処分が容易。

• 土と混合しない工法の
ため、六価クロムが溶
出しない。
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セメント固化残塊が生じない

• 新開発の混和剤「SES」
(シンプル・エコソーダ)

が、ブリーディングを
大幅に低減。

• 補強体柱頭の品質が向上

し、脆弱部となる廃棄残
塊が生じない。

福井県産品

ブリーディング
低減効果

ドラム

圧密する

• スクリュー掘削のため、礫混じ
り土や硬い中間層のある現場で
も施工可能。

• 丸太杭工法を適用しづらい地下
水位が上下する砂質地盤でも適
用可能。

• 深度2～10ｍの中層対策に最適。

• セメントの性能のみで設計可能
（土との混合配合を考える必要
がない）

• 腐植土、ロームでも適用可能

(六価クロムが溶出しない工法)

硬化後の状態

• 丸太杭工法に比べ、
工期を４割短縮。

• 土と混合しないため、
事前の試験が不要。

• ４種類の径から経済
設計が可能。

φ200, φ250,

φ300, φ350

＜検討条件＞
• 施工面積＝10m×10m
• 粘性土 N値＝3
• 地耐力＝50kN/m2

＜施工日数の比較＞

3.50.5 0.5

7.00.5 0.5

4.50.5 0.530.0

ＳＥＰ工法

丸太杭工法

柱状改良工法

• SEP工法 （φ350 L=6.5m）× 65本 日進量：120m/日
• 丸太杭工法 （φ140 L=4.0m）×205本 日進量：120m/日
• 柱状改良工法（φ800 L=6.5m）× 51本 日進量： 80m/日
※柱状改良は、事前に配合試験及び六価クロム溶出試験が必要

＜適用できる土質と深度＞

粘性土 砂質土 礫混じり土腐植土

(福井版)



柱状補強体 施工後の掘り出し状況
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SEP工法
セメントミルク柱状補強体による柱状地盤補強工法

柱状補強体 掘り出し後の状況確認

バックホウで周囲を掘削 吊り上げて取り出し 柱状体先端の様子

現地盤の砂質土と付着
しています．

頂部 先端部

※中間で折って取り出しました。

設計径を確保できてい
ます．

ブリーディングが少ない．

安定した形状が形成さ
れています．

柱状体の上半分

柱状体の表層部をグライ
ンダーで切り出し

切り出し部の内部の様子

内部は密実です．

拡大

※実験用の鋼製リングを
撤去して確認。

(実験用の鋼製リング)

＜確認できた事項＞
・設計径以上である．
・密実な補強体である．
・現地盤と空隙が無く充填
されている（付着や摩擦
が作用できている）．

(切り出した破片)

【試験施工】





user
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保管上の注意事項
　○雨水と直射日光を避けて保管し
てください。

　○容器の破損がないように、荷崩
れ防止措置を行ってください。

　○換気のよい４０度以下で保管し、
１ｍ以内に酸・酸化物を一緒に
保管しないでください。

　○火災時の消火剤は、水噴霧、泡
消火剤、粉末消火剤、炭酸ガス、乾燥砂類を使用して
ください。

取り扱い上の注意事項
　○本来の使用目的以外の用途には使用しないでください。
　○屋外又は換気の良い区域で使用してください。
　○保護メガネ・保護マスク・保護手袋・保護衣などを着用
してください。

　○取扱い後は十分に手を洗い流してください。

人体に付着・摂取した際の応急措置
　○皮膚に付着した場合は多量の水で洗い流してください。
　○吸引した場合
　　・少量の場合は、十分にうがいをしてください。
　　・大量の場合は、直ちに医師の手当を受けてください。

飲み込んだ場合
　○少量の場合は、水を多めに飲んでください。
　○大量の場合は、直ぐに多めの水で口の中を数回洗浄し、
洗浄後は直ちに医師の手当てを受けてください。
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